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南津軽郡田舎館村

大字川部　地内
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(朝日橋)

位 置 図

常盤新山線(朝日橋)

N=１橋



図面番号 25　葉中　2
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河川

路線
名
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中南県土整備事務所

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

平 面 図 S=1:500

側 面 図 S=1:500
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GH=21.583

P1

GH=21.600

P2

GH=20.873 A2

GH=20.953

L=9.000m n=27本

H.W.L=23.069

断 面 図 S=1:50
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2.0%2.0%

5条2段

(端　部) (一般部)

φ317.3

3条1段

 As舗装打換え t=7cm

 床版防水工

 塗装塗替工

 断面修復工

 表面処理工

 防護柵取替工

 断面修復工

 表面処理工

 防護柵取替工

 排水管取替工

 排水管取替工

 As舗装打換え t=3cm

 床版防水工

朝日橋補修・補強一般図(1/2)

朝日橋補修・補強

        一般図(1/2)

設　　計　　条　　件

橋    　名

路  線  名

供用年月日

躯     体

基     礎

設　計　震　度

適　用　基　準

上

部

構

造

下

部

構

造

形

式

材

料

許応

　力

容度

  

設 計 活 荷 重

形 式

橋 長

支 間 長

幅 員

支 承

雪 荷 重

斜 角

コンクリ-ト

鉄 筋

コンクリ-ト

鉄 筋

朝日橋(アサヒバシ)

県道　常盤新山線

1979(昭和54)年3月(経過年数43年経過)

147.900m

4@36.250m

全幅員 10.750m(車道:7.250m、歩道:2.500m)

左　86°35′00″

単純鋼合成I桁橋(4連)

A1:杭基礎、A2:直接基礎、P1～P3:直接基礎

A1・A2:逆T式橋台、P1:T型橋脚(柱小判)

一等橋（TL-20）

道路橋示方書　1972(昭和47)年

支　持　地　盤

W=1.0kN/mm2

DL=12.000

水位観測所

サイレンアンテナ

看板

(G)

距離標

看板

(As)

(As)

(As)

分電盤

VS600

VS600

(As)

(As)

ポンプ場

(As)

(As)

(As)

(Co)

コンテナ

小屋

小屋

変電設備

田舎館小学校

(G)

(G)

情報

普通型側溝300

普通型側溝300

(As)

看板

(G)

(G)

(Co)

大型水路B1400×H1500

BOX B1250×H1250

管φ600管φ600

管φ500 管φ500

管φ300管φ300

(As)

HPφ600
排水溝700×700
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NO.0R76 NO.0R66
NO.0R15

NO.0L34

NO.0L58.9

NO.50L75

NO.50R75.5

仕 仕仕 仕

支承板支承

2.0%

CL

 RC巻立工(t=250mm)  RC巻立工(t=250mm)

 緩衝チェーン設置

 水平力分担構造設置

 RC巻立工(t=250mm)

 桁連結装置設置

 水平力分担構造設置

 桁連結装置設置

 水平力分担構造設置

 緩衝チェーン設置

 水平力分担構造設置

 伸縮装置取替工
 伸縮装置取替工  伸縮装置取替工  伸縮装置取替工

 伸縮装置取替工
 断面修復工

 表面処理工

 塗装塗替工 As舗装打換え

 床版防水工

 防護柵取替工

 断面修復工

 表面処理工

 支承防錆工
 支承防錆工  支承防錆工

 沓座モルタル打換え

 支承防錆工

 沓座モルタル打換え

 支承防錆工

 As舗装打換え

 床版防水工

 防護柵取替工 断面修復工

 表面処理工

 桁連結装置設置

 水平力分担構造設置

 RC巻立工(t=250mm)

 桁連結装置設置

 水平力分担構造設置

 RC巻立工(t=250mm)

 桁連結装置設置

 水平力分担構造設置

 断面修復工

 表面処理工

 塗装塗替工  伸縮装置取替工 伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

 伸縮装置取替工

 伸縮装置取替工

 緩衝チェーン設置

 水平力分担構造設置

 緩衝チェーン設置

 水平力分担構造設置

 断面修復工

 表面処理工

 断面修復工

 表面処理工

 桁連結装置設置

 水平力分担構造設置

 RC巻立工(t=250mm)

 断面修復工

 表面処理工

 断面修復工

 表面処理工

 断面修復工

 表面処理工

朝日橋補修対策

水平力分担構造 A1、P1、P2、P3、A2：せん断ストッパー

下部工補修工

落橋防止工

塗装塗替工(Rc-II塗装系)主桁補修工

支承補修工 支承防錆工(金属溶射)

橋脚補強工 P1、P2、P3：RC巻立て t=250mm

床版補修工 断面修復工、表面処理工

地覆補修工 断面修復工、表面処理工

排水装置補修工 排水管取替工(損傷箇所のみ)

A1・A2　　：緩衝チェーン

P1・P2・P3：桁連結装置

床版防水補修工 As舗装打換え、床版防水工

沓座モルタル補修工 沓座モルタル打換え

防護柵補修工 防護柵取替工(アルミ製高欄兼車両用防護柵)

伸縮装置補修工 伸縮装置取替工

断面修復工、表面処理工

不明

不明

不明

不明

不明

不明

2009(H21)年度

補 修 履 歴

【防護柵】塗装塗替え(a-1塗装系)

【排水装置】排水管取替え(10/24箇所)、塗装塗替え(14/24箇所)

【舗装】床版防水工(塗膜系加熱型)

【主桁】塗装塗替え(c-1塗装系)※2種ケレン

【地覆】断面修復工、表面処理工(シラン系)

【伸縮装置】伸縮装置取替え(鋼製)

【支承】支承防錆工(金属溶射)

【床版】断面修復工

【下部工】ひびわれ注入工、表面処理工(シラン系)

【沓座モルタル】沓座モルタル打換え

【縁石】歩車道境界ブロック取替(B種)

朝日橋補強対策

3

 防護柵取替工

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

橋　長　147900

支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250

100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100
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RC床版 t=20cm
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情報管
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中詰めコンクリート

床版防水補修工

主桁補修工

床版補修工

防護柵補修工

地覆補修工

防護柵補修工

排水装置補修工

排水装置補修工

床版防水補修工

86°
35′

00″

P1耐震補強工 P2耐震補強工

落橋防止装置(A1)

P1耐震補強工

落橋防止装置(P1) 落橋防止装置(P2)

落橋防止装置(A2)

伸縮装置補修工
伸縮装置補修工 伸縮装置補修工 伸縮装置補修工

伸縮装置補修工
床版補修工 主桁補修工床版防水補修工防護柵補修工

地覆補修工

支承補修工
支承補修工 支承補修工

沓座モルタル補修工

支承補修工

沓座モルタル補修工

支承補修工

床版防水補修工

防護柵補修工地覆補修工

落橋防止装置(P1)

P2耐震補強工

落橋防止装置(P2)

P3耐震補強工

落橋防止装置(P3)

床版補修工 主桁補修工 伸縮装置補修工伸縮装置補修工伸縮装置補修工

伸縮装置補修工

伸縮装置補修工

落橋防止装置(A1)

落橋防止装置(A2)

至　常盤 至　新山

至　常盤 至　新山

下部工補修工 下部工補修工(梁部)

落橋防止装置(P3)

P3耐震補強工

下部工補修工(梁部) 下部工補修工(梁部)

下部工補修工

5%放物線勾配

防護柵補修工

mailto:4@36.250m


図面番号 25　葉中　3

縮尺

施工箇所
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路線
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68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

 RC巻立工(t=250mm)

 RC巻立工(t=250mm)

 RC巻立工(t=250mm)

A1橋台正面図
P1橋脚正面図

P2橋脚正面図

P3橋脚正面図

A2橋台正面図

G1G2G3G4

G1 G2 G3 G4

 断面修復工

 表面処理工

 断面修復工

 表面処理工

 断面修復工

 表面処理工

 断面修復工

 表面処理工

 断面修復工

 表面処理工

朝日橋補修・補強

        一般図(2/2)

朝日橋補修・補強一般図(2/2)

L=9.000m n=27本

G1 G2 G3 G4
LC

G1 G2 G3 G4
LC

G1 G2 G3 G4
LC

柱基部から下記の高さが塑性ヒンジ長(Lp)である。

P1:橋軸方向:1044mm　橋軸直角方向:1664mm

P2:橋軸方向:1044mm　橋軸直角方向:1664mm

P3:橋軸方向:1044mm　橋軸直角方向:1664mm

塑性化領域は4Lpである。

地震時点検では特に注意し損傷の有無を確認する事。

落 橋 防 止 シ ス テ ム

桁 か か り 長

軸方向落橋防止A1

橋

台 直角方向落橋防止

支承板支承(レベル1対応)

水平力分担構造

満足:必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長0.900m

必要：単純桁が連続するため　緩衝チェーン

不要:桁かかり長を満足しているため

必要:支承レベル2対応　せん断ストッパー

既　設　支　承　条　件

桁 か か り 長

軸方向落橋防止

P1

橋

脚 直角方向落橋防止

水平力分担構造

満足:必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長1.150m(起点側)

必要：単純桁が連続するため　桁連結装置

不要:桁かかり長を満足しているため

必要:支承レベル2対応　せん断ストッパー

桁 か か り 長

軸方向落橋防止

P3

橋

脚 直角方向落橋防止

水平力分担構造

必要：単純桁が連続するため　桁連結装置

不要:桁かかり長を満足しているため

必要:支承レベル2対応　せん断ストッパー

桁 か か り 長

軸方向落橋防止

P2

橋

脚 直角方向落橋防止

水平力分担構造

必要：単純桁が連続するため　桁連結装置

不要:桁かかり長を満足しているため

必要:支承レベル2対応　せん断ストッパー

軸方向落橋防止A2

橋

台 直角方向落橋防止

水平力分担構造

必要：単純桁が連続するため　緩衝チェーン

不要:桁かかり長を満足しているため

必要:支承レベル2対応　せん断ストッパー

桁 か か り 長 満足:必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長0.900m

　　 必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長1.150m(終点側)

満足:必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長1.150m(起点側)

　　 必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長1.150m(終点側)

満足:必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長1.150m(起点側)

　　 必要桁かかり長0.881m≦現況桁かかり長1.150m(終点側)

耐 震 補 強 設 計 条 件

耐 震 性 能

橋 の 重 要 度 区 分

地 域 別 補 正 係 数

地 盤 種 別

設計水平震度  k h

設計水平震度　khc

維持管理

条    件

点 検 方 法

耐震性能2

B種の橋

B2地域 東津軽郡(Cz:0.85,CIz:1.0 CIIz:0.85)

II種地盤

タイプI タイプII

橋軸

方向

橋軸直角

方　　向

橋軸方向 橋軸直角方向

橋軸方向 橋軸直角方向

橋軸

方向

橋軸直角

方　　向

A1

P1

A2

0.63

レ ベ ル 2

0.58

0.56

0.58

0.73

0.66

0.64

0.66

0.58 0.58 0.66 0.66

下部工耐震補強 橋脚 RC巻立て工法(t=250mm)

耐震性能照査における

橋の限界状態の考え方
橋脚基部に生じる損傷の修復を容易に行える

程度で抑える。

施工条件

軸方向鉄筋

帯 鉄 筋

P1:D51@150(正面：1本おき定着、側面：全定着)

P2:D51@150(正面：1本おき定着、側面：全定着)

P3:D51@150(正面：1本おき定着、側面：全定着)

P1:D22@150

P2:D22@150

P3:D22@150

検  査  路

点 検 時

特 記 事 項

橋梁点検車

上部工、下部工の検査路無し

適 用 基 準 等

・道路橋示方書・同解説I～V(H24.3)

・既設橋の耐震補強設計に関する技術資料

　(H24.11)

・道路橋示方書・同解説V

　耐震設計編に関する参考資料(H27.3)

P2 0.64 0.56 0.74 0.65

P3 0.63 0.56 0.73 0.64
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中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

P1耐震補強工
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図面番号 25　葉中　4

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

床版防水補修工図( /2)

平　面　図 S=1:200

車道部：φ20
A1 P1 P2 P3 A2

車道部：φ20

歩道部：φ15

車道部：φ20

車道部：φ20

車道部：φ20

車道部：φ20

歩道部：φ15

車道部：φ20

車道部：φ20

歩道部：φ15As舗装打換えt=3cm

床版防水補修工

As舗装打換えt=7cm

床版防水補修工

As舗装打換えt=7cm

床版防水補修工

1

(歩道端部) (歩道端部) (歩道端部)

As舗装打換えt=3cm

床版防水補修工

As舗装打換えt=7cm

床版防水補修工

As舗装打換えt=3cm

床版防水補修工

As舗装打換えt=7cm

床版防水補修工

(車道部)

(車道部) 歩道部：φ15As舗装打換えt=3cm

床版防水補修工

(歩道端部)

(車道部)

(車道部)

(車道部) (車道部)

(車道部) (車道部)

床版防水補修工図

　　　　　　　( /2)

断　面　図 S=1:50

G4G3G2G1

2.0%
2.0%

2.0%

CL

5条2段

(端　部) (一般部)

φ317.3

3条1段

中詰めCo

※流水方向凡例

下地処理

(アクリル、エポキシ、メタクリル樹脂等)

(塗膜系複合型)

床版防水層工詳細図

床版防水端部詳細図 S=1:10

表層: 5 密粒度As(13F) 改質II t=3cm

表層: 2 密粒度As(13)改質II t=4cm2.0%地　覆

中詰めコンクリート

(セロシールSS同等品以上)
(セロシールSS同等品以上)

2.0%

(セロシールSS同等品以上)

塗膜系複合型φ20(樹脂製)

φ15(樹脂製)

表層: 7 再生細粒度As(13F)  t=3cm

1

　1. 図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。

　2. 舗装切削時に切削機を使用する場合は、床版を削らないよう留意すること。

　　 (As舗装を10mm程度残し、残りは人力で実施する等)

　3. 現況舗装切削後、床版上面に劣化部が確認される場合には補修を行うこと。

　4. 流水方向については、路面切削後、高さの現地計測を行い 再確認を行うこと。

  5. 排水処理は既設排水桝に接続して行うこと。

  6. 追加補修箇所がある場合は、監督職員と協議し補修の有無を確認すること。

  7. スラブドレーン設置位置は、鉄筋探査のうえ決定すること。

  8. 既設舗装版切削後の回転ビット跡の凹凸は下地処理(不陸整正)を行い平滑を確保すること。

  9. 使用する浸透系防水材によっては、第1層後の珪砂の散布を不要とする場合があることに留意すること。

特記事項

5

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100

橋　長　147900

300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300

スパイラルパイプ(樹脂製)

86°
35′

00″

300 300 300 300 300300 300300

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)

スパイラルパイプ(樹脂製)歩道部

車道部 車道部

導水テープ

1800 13600 13600 7250 300

100

300

1800

13600 13600 7250 300

100

300 7250 13600 13600

1800

300 300 7250 13600 13600 1800

300100

防水層設置範囲　36250 防水層設置範囲　36250 防水層設置範囲　36250 防水層設置範囲　36250

排水管間隔

導水テープ 導水テープ

歩道部

車道部

歩道部

車道部スラブドレーン

スラブドレーン スパイラルパイプ(樹脂製)歩道部

導水テープ

スラブドレーン

スラブドレーン

スラブドレーン スラブドレーン

スラブドレーン スラブドレーン

2
3
00

72
50
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浅
瀬
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川

浅瀬石川

As舗装打換え t=7cm
As舗装打換え t=3cm
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6002500400

10750

37503500

1100 11003@2850=8550

NTT
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上水道管

情報管

2
44

3
0

3
36

3
010
0

床版防水工(塗膜系複合型)床版防水工(塗膜系複合型)

2300 200

コンクリート面

床版防水第2層：塗膜系防水材

床版防水第1層：浸透系防水材

アスファルト舗装

硅　　砂

アスファルト舗装打換え t=7cm3
0

10
0

2
00

成形目地材 t=5mm        
成形目地材 t=5mm        

成形目地材 t=5mm        

下地処理

床版防水層設置スパイラルパイプ

防水層立上げ

4
0
30

7
0

防水層立上げ

防水層立上げ
スパイラルパイプ

アスファルト舗装打換え t=3cm



図面番号 25　葉中　5

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

床版防水補修工図( /2)2

床版防水補修工図

　　　　　　　( /2)

スパイラルパイプ用

スパイラルパイプ、導水テープ用

樹脂モルタル

断面図

歩道部排水流末接続図 S=1:10

平面図

歩 道 部

車 道 部

歩 道 部 車 道 部

(樹脂製)(樹脂製)

(橋軸方向)

樹脂モルタル

(樹脂製)

スラブドレーン設置詳細図 S=1:10

歩 道 部

車 道 部

(スプリングフィルター)

φ50
φ50

(スプリングフィルター)

車 道 部

上流側 下流側

※導水テープは、床版面より30cm程度低く

　なるよう排水管内に落とし込む。

車 道 部

歩 道 部

排水施設接続処理詳細図 S=1:30

※導水テープは、床版面より30cm程度低く

　なるよう排水管内に落とし込む。

(樹脂製)

(樹脂製)

ランサー棒孔開け(φ30程度)

(橋軸方向)

(橋軸直角方向)

(
10
0
0)

2

　1. 図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。

　2. 舗装切削時に切削機を使用する場合は、床版を削らないよう留意すること。

　　 (As舗装を10mm程度残し、残りは人力で実施する等)

　3. 現況舗装切削後、床版上面に劣化部が確認される場合には補修を行うこと。

　4. 流水方向については、路面切削後、高さの現地計測を行い 再確認を行うこと。

  5. 排水処理は既設排水桝に接続して行うこと。

  6. 追加補修箇所がある場合は、監督職員と協議し補修の有無を確認すること。

  7. スラブドレーン設置位置は、鉄筋探査のうえ決定すること。

  8. 既設舗装版切削後の回転ビット跡の凹凸は下地処理(不陸整正)を行い平滑を確保すること。

  9. 使用する浸透系防水材によっては、第1層後の珪砂の散布を不要とする場合があることに留意すること。

特記事項

6

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

80 110

190

ランサー棒孔開け(φ30程度)

ランサー棒孔開け(φ30程度)

8
5

既設縁石撤去・復旧

スパイラルパイプφ20スパイラルパイプφ15

導水テープ

1
5
0

既設縁石撤去・復旧

スパイラルパイプφ20

エポキシ樹脂充填

目詰り防止材

伸
縮

部

コア削孔φ100

2
9
0

スラブドレーンφ42.7
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0

コア削孔

25
0

2
00

コア削孔

エポキシ樹脂充填

目詰り防止材

伸
縮
部

スラブドレーンφ42.7

コア削孔φ100

130 60

30

伸縮装置範囲

スパイラルパイプφ20

スパイラルパイプφ15

※ スパイラルパイプ用孔

導水テープ

導水テープ

路
肩
部
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0
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2
0

3
0
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図面番号 25　葉中　6

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

排水装置補修工図( /3)

平　面　図 S=1:200

A1 P1 P2 P3 A2

1

(導水管接続)

(導水管接続) (導水管接続)

(導水管接続)

(導水管接続) (導水管接続)

(導水管接続) (導水管接続)

排水装置補修工図

　　　　　　　( /3)

1096 831

281

L1 L2

寸法表

546

G2桁側

G4桁側

979

331

L3

単位：mm

既設取付金具

断　面　図 S=1:50

G4G3G2G1

2.0%
2.0%

2.0%

CL

5条2段

φ317.3

3条1段

1

φ139.8×4.5

(一部再利用)

既設排水管

既設排水管撤去詳細図
(全14箇所)

1 箇所

G2桁側

撤去数量表

SPAN 1 2 箇所

G4桁側

3 箇所SPAN 2 3 箇所

1 箇所SPAN 3 1 箇所

2 箇所SPAN 4 1 箇所

7 箇所合　計 7 箇所

1-φ139.8×4.5×2350 (SGP)

排水管 1箇所当り

S=1:20

1.図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。

2.特記無き鋼材材質はSS400とする。

3.鋼材は溶融亜鉛メッキ処理とする。

特記事項

〈G2桁側〉

　 2-PL　100×6×1430

〈G4桁側〉

　 2-PL　100×6× 782

取付金具 1箇所当り

7

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100

橋　長　147900

300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300

86°
35′

00″

1800300 13600 13600 7250 300 300

1800

13600 13600 7250 300 300

1800

13600136007250300 300

1800

13600136007250300

排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工

排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工 排水管取替工

排水管取替工

排水管取替工 排水管取替工

排水管取替工 排水管取替工

導水管設置工 導水管設置工 導水管設置工 導水管設置工

導水管設置工 導水管設置工 導水管設置工 導水管設置工

25 64 152 64100 L2

25 100 L2 64 152 64

105

φ
14
0

6

6

3
50

L3

L1 140

3
1°

54
′

49
″

1
00

L1 140

既設残置(再利用)

既設取付金具撤去

223

浅瀬石川
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6
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2
0
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0

6002500400

10750

37503500

1100 11003@2850=8550

NTT
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7250

上水道管

情報管

24
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3
0

33
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3010
0

As舗装 t=7cm

As舗装 t=3cm

RC床版 t=20cm

中詰めコンクリート

排水管取替工

排水管取替工

2
35
0

15
0

50
0

1
00

1
00

546
既設排水管撤去

既設取付金具撤去



図面番号 25　葉中　7

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

排水装置補修工図( /3)2

排水装置補修工図

　　　　　　　( /3)2

φ139.8×4.5

1 - 1

φ139.8×4.5

1

12

2

2 - 2

1

12

2

1 - 1 2 - 2

※導水管接続部のみ

1 箇所

一般部

新設数量表

SPAN 1
PL 50×4.5×20

2 箇所

導水管接続部

(孔明け有)

4 箇所SPAN 2 2 箇所

- 箇所SPAN 3 2 箇所

1 箇所SPAN 4 2 箇所

6 箇所合　計 8 箇所

1 箇所

G2桁側

新設数量表

SPAN 1 2 箇所

G4桁側

3 箇所SPAN 2 3 箇所

1 箇所SPAN 3 1 箇所

2 箇所SPAN 4 1 箇所

7 箇所合　計 7 箇所

1-Pipe φ139.8×4.5×2650(STK400) <HDZT63>

2-PL  50×4.5×20 <HDZT63>

4-TB　M10×20 (SUS)

排水管 1箇所当り

排水管設置詳細図 S=1:30 排水管詳細図 S=1:20

M10×20

4

取付金具詳細図 S=1:10

〈G2桁側〉

　 2-PL　100×6×1430〈HDZT77〉

　 8-B.N.W. M12×30 (SUS)

〈G4桁側〉

　 2-PL　100×6× 782〈HDZT77〉

　 8-B.N.W. M12×30 (SUS)

取付金具 1箇所当り

M12×30 M12×30

1096 831

281

L1 L2

寸法表

546

G2桁側

G4桁側

979

331

L3

単位：mm

PL 100×6×105

1.図中、詳細寸法等は現地計測のうえ決定すること。

2.特記無き鋼材材質はSS400とする。

3.鋼材は溶融亜鉛メッキ処理とする。

特記事項

8

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

2
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1
0
0

546

新設排水管

新設取付金具
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上

4
0
4
0

8
0

13
00

落下防止用プレート

新設排水管

1
50

13
00
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2
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0

落下防止用プレート
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上

新設取付金具

26
50
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0
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45
0

4
0

26
50

5
0

4
0
0

45
0

4
0

φ139.8 φ139.8

20

45
°
00
′
00
″

導水管接続

1
1
13

孔明け φ70程度

落下防止用プレート

タップボルト

φ13×30 長孔 φ13孔

25 64 152 64100

25 100 L2 64 152 64

105

φ
14
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3
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L3

L1 140

3
1°
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′

49
″

1
00
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34 3030 3440 60

65 40

L2

L1 140

34 3030 3440 60

既設再利用



図面番号 25　葉中　8

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

排水装置補修工図( /3)3

排水装置補修工図

　　　　　　　( /3)

4

(デブコンA相当)

(導水管用)

(導水管用)

導水管設置詳細図 S=1:30 導水管詳細図 S=1:20

1-Pipe φ60.5×3.2×1988(STK400) <HDZT63>

導水管1箇所当り

50.0%

(デブコンA相当)

1 - 1 2 - 2

2

2 1

1

3 - 3

3 3

50.0%

1 箇所

G2桁側

数量表

SPAN 1 1 箇所

G4桁側

1 箇所SPAN 2 1 箇所

1 箇所SPAN 3 1 箇所

1 箇所SPAN 4 1 箇所

4 箇所合　計 4 箇所

1041 980

430

L1 L2

寸法表

495

G2桁側

G4桁側

824

277

L3

単位：mm

〈G2桁側〉

　 2-PL 100×6×256 <HDZT77>

   1-PL 100×6×980 <HDZT77>

   1-PL 100×6× 80 (SM400)<塗装>

   2-B.N.W. M12×40 <SUS>

   4-B.N.W. M12×30 <SUS>

〈G4桁側〉

　 2-PL 100×6×256 <HDZT77>

   1-PL 100×6×430 <HDZT77>

   1-PL 100×6× 80 (SM400)<塗装>

   2-B.N.W. M12×40 <SUS>

   4-B.N.W. M12×30 <SUS>

取付金具 1箇所当り

固定用プレート
(導水管用)

B.W. M12×40

1-PL 100×6×200 <HDZT77>

2-コンクリートアンカー M12×60 (SUS)

2-B.W. M12×40(SUS)

固定プレート1箇所当り

取付金具詳細図
(導水管用)

S=1:10

M12×30 M12×30

M12×40

3

9

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

固定用プレート

金属パテ

差し込み量 30mm程度

取付金具

導水管φ60.5

差し込み量 30mm程度

導水管φ60.5

取付金具

排水管(φ139.8)

固定用プレート

  4   
1600

300 200

500

金属パテ

500 1600

2100

800

800

2
7
4 1
50

221

1617

R=
20
0

φ
60
.5

200

1557

7
7
8

40 120 40
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50
5
0

1
00

φ54孔
コンクリートアンカー M12×60

φ
14×

30 長
孔

6
6

6

6073100

6
φ
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6
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L210

L380
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2
5
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0

2
5

φ14孔 10 L2

L1

30405030

80

2
5

5
0

25

φ14孔

φ14×30 長孔



図面番号 25　葉中　9

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

70

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

防護柵取替工図( /5)

防護柵詳細図( /5)

高欄兼用

車両防護柵取付詳細図 S=1/6

種別 B種

A

継手部 端　部

A

断面A-A

断面B-B

歩道側

B B

1. 表面仕様

主要横梁、下段横梁、主要スリーブ、下段スリーブ他、形材部品はアルマイト処理とし、

5%用は2.5%～7.5%勾配に使用とする。

3. 本防護柵の支柱は、レベル用を示し、0～2.5%勾配に使用とする。

2コンクリート強度 σck=21N/mm  以上

色調は別途打合せとする。

注記

断面D-D

断面C-C

D D

C

C

支柱は塗装処理、ボルト（アンカーを除く）はステンカラー、シルバー及びダークグレー色の時を除き着色処理とし、

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」（平成30年6月）、

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵製作・施工要領」（平成27年3月）による。

2. 本防護柵の設計・製作仕様は、（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成

4. ボルト・ビス類のSUS材は、塩害対策処理とする。

5. 絶縁ブッシュの色調は黒色とする。

S=1/3アンカーナット締め付け部

歩道側

（12M当たり）

部番 名　　称 寸 　度 数 量 単  重 1本当 総重量  材    質　 備     考

1 主要横梁 3990.0 3 4.925 19.65 59.0 A6061S-T6 170x85x3.5

2 下段横梁 3990.0 3 3.394 13.54 40.6 A6061S-T6 99x69x4

3 トップレール 3990.0 3 2.179 8.69 26.1 A6061S-T6 100x50x3

4 支柱 6 11.82 70.9 AC7A相当

5 主要スリーブ 340.0 3 4.667 1.59 4.8 A6061S-T6

6 下段スリーブ 300.0 3 3.195 0.96 2.9 A6061S-T6

7 トップレールスリーブ 120.0 3 2.093 0.25 0.8 A6061S-T6

8 ボトムレールA 1940.0 6 1.145 2.22 13.3 A6063S-T5 70x32

9 ボトムレールB 1880.0 6 0.461 0.87 5.2 A6063S-T5 57x3

10 ボトムレールC 1940.0 6 0.929 1.80 10.8 A6063S-T5 70x32

11 バラスター 421.0 72 0.369 0.16 11.5 A6063S-T5 30x12

12 ボトムシート 30.0 24 1.171 0.04 1.0 A6063S-T5 L-47x40

13 板ナット 120.0 6 0.986 0.12 0.7 A6061S-T6

14 甲丸ボルト M16x35 12 0.11 1.3 A2-70 SUS W1,SW1

15 〃 M12x30 24 0.05 1.2 A2-70 SUS W1,SW1

16 六角ボルト M16x50 12 0.17 2.0 A2-50 SUS N1,W1,SW1

17 〃 M16x70 12 0.20 2.4 A2-50 SUS N1,W1,SW1

18 〃 M12x22 6 0.05 0.3 A2-70 SUS W1,SW1

19 〃 M10x40 12 0.06 0.7 A2-50 SUS N1,W2,SW1

20 十字穴付き六角ボルト M5x16 24 0.004 0.1 SUS W1,SW1

21 なべタッピンネジ（2種） M4x20 288 0.002 0.6 SUS

22 トラスタッピンネジ M4x16 48 0.002 0.1 SUS

23 全ネジアンカーボルト M20x330 12 0.87 10.4 SCM435 N1,φ56W1,SW1, 絶縁ブッシュ1

24 〃 M20x270 12 0.75 9.0 SS400 N1,φ56W1,SW1, 絶縁ブッシュ1

25 樹脂カプセルアンカー AP-20相当品 12 - -

26 樹脂カプセルアンカー AP-20L相当品 12 - -

総重量 275.7 Kg/12M

M当り 23.0 Kg/M（端部は除く）

材料表

勾配部定着詳細図

前部ナット材質：S45C（H ）

後部ナット材質：強度区分4以上

溶融亜鉛メッキ処理

溶融亜鉛メッキ処理

外径56x内径23xt6

S45C（H ）

溶融亜鉛メッキ処理
外径φ56

楕円 100x50x3

A6061S-T6

A6061S-T6

L=120

M12x30

A2-70 SUS

W1,SW1

A2-50 SUS

N1,W1,SW1

A6063S-T5

AC7A相当
楕円 99x69x4

A6061S-T6

A2-50 SUS

N1,W1,SW1

A2-50 SUS

N1,W2,SW1

M20x270 SS 400

N1,φ56W1,SW1

溶融亜鉛メッキ処理

樹脂カプセルアンカー

（AP-20相当品）

絶縁ブッシュ付

M20x330 SCM 435

N1,φ56W1,SW1

溶融亜鉛メッキ処理

樹脂カプセルアンカー

（AP-20L相当品）

絶縁ブッシュ付

A6061S-T6

A6061S-T6

楕円 170x85x3.5

A6061S-T6

SUS W1,SW1

A6061S-T6

（トップレール用）

アルミ合金鋳物

（主要横梁用）

アルミ合金鋳物

（ボトムレール用）

アルミ合金鋳物

（下段横梁用）

アルミ合金鋳物

ボトムレールA

A2-70 SUS

W1,SW1

M16x35 A2-70 SUS

W1,SW1
A6063S-T5

SUS A6063S-T5

A6063S-T5

M12x30 A2-70 SUS

W1,SW1

SUS

A6063S-T5

SUS N1,W2,SW1

L100x55x7

A6061S-T6

A2-50 SUS

N1,W1,SW1

張出長さ650部のみ取付

1

1
(400)

(100)(100)

1 1

(100)(100)

(400)

2 2

(
46
2
)

(4
3
2)

(400)

(100)(100)

※( )内は、歩道側寸法を示す。 ※( )内は、歩道側寸法を示す。

(100)(100)

(400)

□100×100×4.6

（既設支柱：片側19本×2=38本）

□100×100×4.6

（既設支柱：片側19本×2=38本）

2 - 2

既設支柱撤去図 S=1:10

断 面 図

1 - 1

既設支柱復旧図 S=1:10

断 面 図
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中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

8
5

2
4
5

330

55 120 55

230

90°

六角ナット M20
M20用スプリングワッシャー

特寸ワッシャー

絶縁ブッシュ

トップレール

板ナット

甲丸ボルト

M16x50（六角）

ボトムシート

支柱
下段横梁

M16x70（六角）

M10x40（六角）

絶縁ブッシュ付

全ネジアンカーボルト

アンカーセンター

全ネジアンカーボルト

トップレールスリーブ

主要スリーブ

主要横梁

M5x16（十字穴付き六角）

下段スリーブ

エンドキャップ

エンドキャップ

エンドキャップ

エンドキャップ

端部張り出し部は

M12x22（六角）

甲丸ボルト

ボトムレールA

M4x16（トラス）
ボトムレールB

バラスター

甲丸ボルト

M4x20（なべ）

ボトムレールC

M6x35（なべ）

張出固定ブラケット

M16x40（六角）
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端部補強スリーブ
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樹脂モルタル充填
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0
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0

1
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支柱ガス切断

支柱ガス切断

プライマー塗布

無収縮モルタル充填

無収縮モルタル充填

はつり撤去

はつり撤去



図面番号 25　葉中　10

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

70

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

防護柵取替工図( /5)

防護柵詳細図( /5)

断面B-B

BB

A

A

S=1/6車両用防護柵取付詳細図

種別 B種
継手部 端　部

車道側

注記 1. 表面仕様

主要横梁、下段横梁、主要スリーブ、下段スリーブ他、形材部品はアルマイト処理とし、

5%用は2.5%～7.5%勾配に使用とする。

3. 本防護柵の支柱は、レベル用を示し、0～2.5%勾配に使用とする。

2コンクリート強度 σck=21N/mm  以上

色調は別途打合せとする。

支柱は塗装処理、ボルト（アンカーを除く）はステンカラー、シルバー及びダークグレー色の時を除き着色処理とし、

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」（平成30年6月）、

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵製作・施工要領」（平成27年3月）による。

2. 本防護柵の設計・製作仕様は、（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成

4. ボルト・ビス類のSUS材は、塩害対策処理とする。

5. 絶縁ブッシュの色調は黒色とする。

S=1/3アンカーナット締め付け部

車道側

（12M当たり）

部番 名　　称 寸 　度 数 量 単  重 1本当 総重量  材    質　 備     考

1 主要横梁 3990.0 3 4.925 19.65 59.0 A6061S-T6 170x85x3.5

2 下段横梁 3990.0 6 2.179 8.69 52.1 A6061S-T6 100x50x3

3 支柱 6 12.19 73.1 AC7A相当

4 主要スリーブ 340.0 3 4.667 1.59 4.8 A6061S-T6

5 下段スリーブ 300.0 6 2.093 0.63 3.8 A6061S-T6

6 板ナット 120.0 12 0.986 0.12 1.4 A6061S-T6

7 甲丸ボルト M16x35 12 0.11 1.3 A2-70 SUS W1,SW1

8 〃 M12x30 24 0.05 1.2 A2-50 SUS W1,SW1

9 六角ボルト M16x50 12 0.17 2.0 A2-50 SUS N1,W1,SW1

10 〃 M12x22 24 0.05 1.2 A2-70 SUS W1,SW1

11 全ネジアンカーボルト M20x330 12 0.87 10.4 SCM435 N1,φ56W1,SW1, 絶縁ブッシュ1

12 〃 M20x270 12 0.75 9.0 SS400 N1,φ56W1,SW1, 絶縁ブッシュ1

13 樹脂カプセルアンカー AP-20相当品 12 - -

14 樹脂カプセルアンカー AP-20L相当品 12 - -

総重量 219.3 Kg/12M

M当り 18.3 Kg/M（端部は除く）

材料表

勾配部定着詳細図

断面A-A

楕円 170x85x3.5

A6061S-T6

A2-50 SUS

N1,W1,SW1

楕円 100x50x3

A6061S-T6

M12x30

A2-50 SUS

W1,SW1

AC7A相当

A6061S-T6 L=120

M20x270 SS 400

N1,φ56W1,SW1

溶融亜鉛メッキ処理

樹脂カプセルアンカー

（AP-20相当品）

絶縁ブッシュ付

M20x330 SCM 435

N1,φ56W1,SW1

溶融亜鉛メッキ処理

樹脂カプセルアンカー

（AP-20L相当品）

絶縁ブッシュ付

A6061S-T6

A6061S-T6

（主要横梁用）

アルミ合金鋳物

（下段横梁用）

アルミ合金鋳物

M16x35

A2-70 SUS

W1,SW1

A2-70 SUS

W1,SW1

前部ナット材質：S45C（H ）

後部ナット材質：強度区分4以上

溶融亜鉛メッキ処理

外径φ56

溶融亜鉛メッキ処理

外径56x内径23xt6

S45C（H ）

溶融亜鉛メッキ処理

張出長さ650部のみ取付

2

2
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中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

主要横梁

M16x50（六角）

下段横梁

甲丸ボルト

支柱

板ナット

絶縁ブッシュ付

全ネジアンカーボルト

全ネジアンカーボルト

アンカーセンター

主要スリーブ

下段スリーブ

端部補強スリーブ

エンドキャップ

エンドキャップ

甲丸ボルト

M12x22（六角）

六角ナット M20

絶縁ブッシュ

M20用スプリングワッシャー

特寸ワッシャー
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図面番号 25　葉中　11

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

70

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

防護柵取替工図( /5)

防護柵詳細図( /5)

平　面　図 S=1/100

高欄兼用車両防護柵長147862

高欄兼用車両防護柵長147862

レベル用

75220

A

P1 P2

※2

※2

橋長（147900）

車道側

歩道側

F FM M

レベル用

2%用 レベル用 レベル用 2%用

FM

レベル用

B

P3

歩道側

車道側

橋長（147900）

レベル用

4

4

19

2.図中 ○ 印は支柱取付位置を示し、+ 印は横梁継手部を示す。

1.記入寸法はアンカーセンター押さえとし、実長で示す。注記

4.<　>内寸法は横梁寸法を示す。

3.（  ）内寸法は水平長を示す。

5.記入寸法確認の事。

車両用防護柵総延長   159M862

74M862

5%用

レベル用

85M000

高欄兼用車両防護柵総延長   153M862

74M862

5%用

レベル用

79M000

高欄兼用車両防護柵（レベル用）　L=37.162m

車両防護柵（レベル用）　L=37.162m

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

531

伸縮量50mm

伸縮量50mm 伸縮量50mm

18@2000=360001700

100

1162

36854

1281

100

527319 535

(100) 桁長(36850) (100)

1700

100

18@2000=36000 1162

36854

530

100

3231277

18@2000=36000 1700

36854 100

327 1273

桁長(36850) （100）

323

18@2000=36000

1277

1700

10036854

伸縮量50mm

伸縮量50mm伸縮量50mm

既設高欄撤去　L=37.162m

既設高欄撤去　L=37.162m



図面番号 25　葉中　12

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

19

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

地覆補修工図

A1 P1 P2 P3 A2
150×600×100

150×2000×30

平　面　図 S=1:200

地覆補修工図

表面処理工詳細図

(シラン系)

※鉄筋露出の場合

断　面　図 S=1:50

G4G3G2G1

2.0%
2.0%

2.0%

CL

5条2段

(端　部) (一般部)

φ317.3

3条1段

断面修復工標準図

躯体表面

下地処理

プライマー塗布

(10mm)

断面修復工 2 
(150×600×100)

断面修復工 1 
(150×2000×30)

100 桁　長　36850

橋　長　147900

300 支間長　36250

桁　長　36850 100 桁　長　36850 100

300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

100 桁　長　36850 100

300 300 支間長　36250 300

表面処理工

表面処理工

断面修復工 2 

断面修復工 1 

コンクリート下地処理

表面処理工

防錆処理

浅瀬石川

As舗装 t=7cm

As舗装 t=3cm

5
20

19
5
0

6
6
0

20
0

2
50

6002500400

10750

37503500

1100 11003@2850=8550

NTT

750 2750 2750 1000

7250

RC床版 t=20cm

上水道管

情報管

2
44

3
0

3
36

3
01
0
0

中詰めコンクリート
表面処理工

表面処理工 断
面

修
復
工

断面修復材カッター目地

150

1
00

無収縮モルタル

15
0

30

ポリマーセメントモルタル



図面番号 25　葉中　13

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

床版補修工図( /2)

S=1:100

A1 P1

150×150×30300×500×30

浅
瀬
石
川

200×250×30

G
4

G
3

G
2

G
1

C L

(端
　

部
)

(一
般
部
)

150×150×30 150×150×30 150×150×30

第1径間平面図

1

S=1:100

P1 P2

浅
瀬

石
川

第2径間平面図

G4
G3

G2
G1

C L

(
端
　

部
)

(
一
般

部
)

G4G3G2G1

CL

S=1:100断　面　図

床版補修工図( /2)

表面処理工

断面修復工

【凡例】

表面処理工詳細図

(けい酸塩系)

床　版

特記事項

1. 図中、詳細寸法は現地計測の上決定すること。

2. コンクリート下地処理は十分行い、断面欠損が生じた場合は、

   断面修復を行うこと。

1

断面修復工標準図

躯体表面

(ポリマーセメントモルタル) (10mm)

下地処理

プライマー塗布
※鉄筋露出の場合

※木片が混入している場合

　撤去すること。

20

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

断面修復工 3 断面修復工 2 

断面修復工 1 

520

660

60
0

25
0
0

4
0
0

1
07
5
0

3
7
50

3
50
0

11
0
0

1
10
0

3
@2
8
50
=
85
5
0

75
0

27
5
0

2
7
50

10
0
0

7
2
50

断面修復工 4 断面修復工 5 断面修復工 6 

36850

1000

600

5
0
0

520

660

6
0
0

2
5
00

4
00

10
7
50

3
75
0

35
0
0

1
1
00

11
0
0

3@
2
85
0
=8
5
50

7
5
0

2
7
50

2
75
0

10
0
0

72
5
0

36850

1000

600

5
00

5
2
0

6
60

6002500400

10750

37503500

1100 11003@2850=8550

750 2750 2750 1000

7250

146

2069

277 340

1693

447 399

1811

285926 918

11
0
0

1
10
0

3
@2
8
50
=
85
5
0

1
1
00

11
0
0

3@
2
85
0
=8
5
50

26
1
5

2
6
10

26
1
5

550 34950 550

2
61
5

2
61
0

26
1
5

550 34950 550

コンクリート下地処理

表面処理工

表面処理工(けい酸塩系)

表面処理工(けい酸塩系)

断
面
修

復
工

断面修復材 カッター目地

防錆処理



図面番号 25　葉中　14

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

塗装塗替工図( /7)1

平 面 図 S=1:500

側 面 図 S=1:500

A1

As

P1 P2 P3

F
F

M FM FM

A2

M
PH=20.350m

R52.0

(As)

PH=20.052m
L53.0

0

5

10

15

20

0 1020304050
N値

12

5

12

48

21

50

50

13

50

50

0

5

10

15

20

25

30

0 1020304050
N値

5
15
25

7
9
10

30
48
45
48
45
50

43
50

40
20

8
45
50
45
40
50
50
50
48
50
50
50
50
50
50
50
50

0

5

10

15

20

25

01020304050
N値

15

8

10

38

40

48

50

13

50

50

50

50

0

5

10

15

20

0 1020304050
N値

13

50

50

50

34

43

50

50

50

50

A1

GH=21.583

P1

GH=21.600

P2

GH=20.873 A2

GH=20.953

L=9.000m n=27本

H.W.L=23.069

塗装塗替工図( /7)1

断面図 S=1:50

G4G3G2G1

2.0%
2.0%

2.0%

5条2段

(端　部) (一般部)

φ317.3

3条1段

対象区間 A1～P2

ポリウレタン樹脂塗料

ポリウレタン樹脂塗料

P2～A2

2010.3 2010.8

c-1系

Rc-II塗装系

塗装仕様

DL=12.000

水位観測所

サイレンアンテナ

看板

(G)

距離標

看板

(As)

(As)

(As)

分電盤

VS600

VS600

(As)

(As)

ポンプ場

(As)

(As)

(As)

(Co)

コンテナ

小屋

小屋

変電設備

田舎館小学校

(G)

(G)

情報

普通型側溝300

普通型側溝300

(As)

看板

(G)

(G)

(Co)

大型水路B1400×H1500

BOX B1250×H1250

管φ600管φ600

管φ500 管φ500

管φ300管φ300

(As)

HPφ600
排水溝700×700

W

至　撫牛子至　常盤

T.3

T.4

T.5

T.11

T.12

T.17

T.18

24.20

21.34

24.19

22.00

21.89

21.20

21.19

21.70

21.53
21.87

24.00

24.14

20.06

19.78

24.80 25.23 24.75

18.79

18.11

18.8219.69

24.92 25.67 25.72

26.36
27.00

27.52 27.93 28.02

25.68

24.37

24.26

22.12

22.05

24.23

24.13

23.99

21.84

23.78

23.83
23.44

21.73

21.75

19.98

21.22

20.01

20.99

22.26

22.22

22.86

21.88 21.53
21.5320.05

27.89 27.57 27.23 26.36 25.62 25.57 25.26 24.68

25.36
24.6224.99

25.80 26.52 27.10 27.52 27.79 27.88

20.12

20.16

19.59
19.34

24.14

24.47

19.5718.26

19.99

21.77

21.7321.89

21.98
21.76

20.01

19.99

20.00

20.24

20.21

20.10

20.36

17.54

17.99

15.25

16.02

20.13 20.09

18.23

16.67

17.06

17.37

15.07

18.00

14.81

15.81

16.61

19.44

16.32

19.56

19.45

16.91

15.51

18.10

16.38

15.69

15.64

15.82

16.61

L52.0

NO.-50L71.2

NO.-50R81.5

NO.0R76 NO.0R66
NO.0R15

NO.0L34

NO.0L58.9

NO.50L75

NO.50R75.5

仕 仕仕 仕

CL

橋体工塗装仕様

Rc-II 塗 装 系(はけ、ローラー)

塗装工程 塗　料　名 使用量(g/m ) 塗装間隔

素地調整 塗膜剥離剤(湿式)+3種ケレン

防食下地 有機ジンクリッチペイント

下 塗

下 塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

中 塗

上 塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

600

200

200

140

120

※3

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

※2

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

2

1.既設塗膜に鉛が含まれていることから塗膜除去の際には、

  【青森県の対策方針】に準拠し、塗膜剥離剤(湿式)を基本とする。

2.橋体工塗装仕様は、鋼道路橋防食便覧(平成26年3月)に準拠し表の

　とおりとする。

3.塗膜剥離剤塗布前に、塗布面の清掃・水洗いを行うこと。

4.塗装要領書、製品データシートの施工方法に従い施工を行うこと。

5.上塗り以外は、低温施工の場合冬季用グレードを使用すること。

6.既設塗膜はc-1塗装系(H22年度塗替え)である。

特記事項

※1:さびの除去は、現況さび面積より3種ケレン相当とする。

※2:塗膜剥離剤(湿式)では旧塗膜を全面除去するため、有機ジンクリッチペイントの使用量は

　　600g/m2とする。

※3:素地調整と下塗の間隔について規定はないが、塗膜剥離剤(湿式)を塗布後、清掃を行い、

    速やかに下塗を行うこと。

準備

塗膜厚及び塗装系の再確認

塗膜剥離剤の塗布

塗膜の軟化養生

軟化塗膜の除去

除去塗膜の回収

(素地調整)

塗替え塗装

鋼素地面や黒皮、

または除去できない塗膜が

露出するまで繰り返す。

(必要に応じて)

施工フロー

※1

Rc-II塗装系

Rc-II塗装系

部材角部の曲面加工
(R面取り)

■既設塗膜記録

下塗り 有機ジンクリッチペイント

下塗り 変性エポキシ樹脂塗料下塗(2回)

中塗り

上塗り

22

橋　長　147900

支間長　36250

100 桁　長　36850

300

8
50
0

支間長　36250

桁　長　36850 100

300

8
53
1

1
42
5
0

1
38
0
0

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300

100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100

5500

5500

8500 8500 8500

1
38
0
0

橋　長　147900

支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250 300 300 支間長　36250

100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100 桁　長　36850 100

300 300

鋼管杭 φ500 t=9mm

浅
瀬
石
川

浅瀬石川

As舗装 t=7cm

As舗装 t=3cm

5
20

1
9
50

6
6
0

2
0
0

25
0

6002500400

10750

36863500

1100 11003@2850=8550

NTT

750 2750 2750 1000

7250

RC床版 t=20cm

上水道管

情報管

24
4

3
0

33
6

3
01
00

中詰めコンクリート

塗装塗替工

86°
35′

00″

86°
35′

00″

86°
35′

00″

86°
35′

00″

86°
35′

00″

塗装塗替工

塗装塗替工

R=
 2
mm
以
上
　
 



図面番号 25　葉中　15

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

塗装塗替工図( /7)2

塗装塗替工図( /7)

平面図(G1) S=1:30

1-Flg PL 350×16×12490(SMA50A)

部材長　12490

1-Flg PL 560×28×12490(SMA50B)

支間長　36250

1-PL 120×9×19501-PL 120×9×1950 1-PL 120×9×19502-PL 140×22×1950 1-PL 120×9×19501-PL 120×10×1950 1-PL 120×10×19501-PL 120×10×1950

1-web PL 1950×9×12180(SMA50A)
1-web PL 1950×9×12490(SMA50A)

1-Spl PL 560×19×1030(SMA50A)
2-Spl PL 250×22×1030(SMA50A)

2-Spl PL 145×10×580(SMA50A)
24-HTB M22×75(F11TW)

60-HTB M22×100(F11TW)

1-Spl PL 350× 9×580(SMA50A)

4-Spl PL 290×9× 470(SMA50A)
2-Spl PL 320×9×1280(SMA50A)

88-HTB M22×70(F11TW)

CL

1-PL 100×9×1066

1-PL 100×9×1066

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL 100×9×1075

1-PL 100×9×1075

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL 100×9×1075

1-PL 100×9×1075

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

(端部) (一般図)

55R

足場用補助材詳細図 S=1:10

S=1:10垂直補剛材詳細図

35R

35R

35R

55R

G1

G2

G3

G4

P3

P2

P1

A1 P1

P2

P3

A2

配置図 S=1:200

2

23

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

7

4@1126.3=4505 4@1135=45404@1135=4540

565

4@1135=4540

570

26
0

27
0

43
0

1
9
50

1-Flg PL 440×25×5000(SMA50B)

300

1-Flg PL 560×28×1880(SMA50B)

10

12
5
0

1-Flg PL 320×14×5300(SMA50B)

1-Flg PL 230×12×5307(SMA50A) 1-Flg PL 290×14×5000(SMA50A) 1-Flg PL 350×16×1880(SMA50A)

部材長　12180

150 150

410 300 300

1-PL 100×9×275 1-PL 100×9×280

1-PL 100×9×350 1-PL 100×9×355

7
0

50

12
0

95

230

320

9

3
0

1
9
20

1
4

1
95
0

1
4

70
50

12
0

320

230

3
0

1
9
20

1
4

1
95
0

1
4

9 120140140

12180 12490 12180

4505 27240 4505

30036250

3
@2
8
50
=
8
55
0

300

36850

mailto:4@1126.3


図面番号 25　葉中　16

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

塗装塗替工図( /7)3

塗装塗替工図( /7)

24

平面図(G2・G3) S=1:30

1-PL 120×9×19502-PL 140×22×1950 1-PL 120×9×1950 1-PL 120×9×19501-PL 120×10×1950 1-PL 120×10×1950 1-PL 120×9×19501-PL 120×10×1950

部材長　12490

1-Flg PL 410×19×12490(SMA50A)

支間長　36250

1-Flg PL 590×32×12490(SMA50B)

1-web PL 1950×9×12180(SMA50A) 1-web PL 1950×9×12490(SMA50A)

1-Spl PL 590×22×1040(SMA50A)
2-Spl PL 260×25×1040(SMA50A)

1-Spl PL 410×10×630(SMA50A)
2-Spl PL 175×12×630(SMA50A)

4-Spl PL 290×9× 470(SMA50A)
2-Spl PL 320×9×1280(SMA50A)

88-HTB M22×70(F11TW)

32-HTB M22×85(F11TW)

68-HTB M22×120(F11TW)

1-PL 100×9×1066

1-PL 100×9×1066

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL 100×9×1075

1-PL 100×9×1075

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL 100×9×1075

1-PL 100×9×1075

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

55R

足場用補助材詳細図 S=1:10

S=1:10垂直補剛材詳細図

35R

35R

35R

55R

(端部) (一般図)

G1

G2

G3

G4

P3

P2

P1

A1 P1

P2

P3

A2

配置図 S=1:200

塗装仕様

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

2種

有機ジンクリッチペイント(300g/m2)

変性エポキシ樹脂塗料下塗(240g/m2)

変性エポキシ樹脂塗料下塗(240g/m2)

ポリウレタン樹脂塗料用中塗(140g/m2)

ポリウレタン樹脂塗料上塗(120g/m2)

3

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

250

部材長　12180

7 175

1-Flg PL 310×16×5000(SMA50A) 1-Flg PL 410×19×1880(SMA50A)1-Flg PL 240×12×5307(SMA50A)

565 570

42510

2
60

300

4@1135=4540

1-Flg PL 330×19×5300(SMA50B)

4@1126.3=4505 4@1135=4540

2
7
0

225

1-Flg PL 500×28×5000(SMA50B) 1-Flg PL 590×32×1880(SMA50B)

4@1135=4540

410

4
30

1
95
0

1
2
50

1-PL 100×9×275 1-PL 100×9×280

1-PL 100×9×350 1-PL 100×9×355

7
0

5
01
2
0

95

240

330

140 9 140

3
0

19
2
0

1
4

1
95
0

1
4

7
0

50

12
0

330

240

3
0

19
2
0

1
4

1
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1
4

9 120

12180 12490 12180

4505 27240 4505

30036250
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@
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8
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図面番号 25　葉中　17

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

塗装塗替工図( /7)4

塗装塗替工図( /7)

25

平面図(G4) S=1:30

1-PL 120×9×19502-PL 140×22×1950 1-PL 120×10×19501-PL 120×9×19501-PL 120×10×1950 1-PL 120×9×1950 1-PL 120×9×19501-PL 120×10×1950

1-Flg PL 370×19×12490(SMA50A)

支間長　36250

4@1135=4540

部材長　12490

1-Flg PL 580×32×12490(SMA50B)

1-web PL 1950×9×12180(SMA50A)

1-Spl PL 580×22×1040(SMA50A)
2-Spl PL 260×25×1040(SMA50A)

1-Spl PL 370×10×480(SMA50A)
2-Spl PL 155×12×480(SMA50A)

68-HTB M22×120(F11TW)

4-Spl PL 290×9× 470(SMA50A)
2-Spl PL 320×9×1280(SMA50A)

88-HTB M22×70(F11TW)

24-HTB M22×85(F11TW)

1-PL 100×9×1066

1-PL 100×9×1066

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL 100×9×1075

1-PL 100×9×1075

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL 100×9×1075

1-PL 100×9×1075

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

1-PL do

55R

足場用補助材詳細図 S=1:10

S=1:10垂直補剛材詳細図

35R

35R

35R

55R

(端部) (一般図)

G1

G2

G3

G4

P3

P2

P1

A1 P1

P2

P3

A2

配置図 S=1:200

塗装仕様

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

2種

有機ジンクリッチペイント(300g/m2)

変性エポキシ樹脂塗料下塗(240g/m2)

変性エポキシ樹脂塗料下塗(240g/m2)

ポリウレタン樹脂塗料用中塗(140g/m2)

ポリウレタン樹脂塗料上塗(120g/m2)

1-web PL 1950×9×12490(SMA50A)

4

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

1-Flg PL 370×19×1880(SMA50A)

7 250175

1-Flg PL 280×16×5000(SMA50A)1-Flg PL 230×12×5307(SMA50A)

565

300

570

4@1126.3=4505 4@1135=4540

部材長　12180

4@1135=4540

2
70

1-Flg PL 510×28×5000(SMA50B)

425

1-Flg PL 580×32×1880(SMA50B)

175

1
25
0

19
5
0

10 410

2
60

43
0

1-Flg PL 340×19×5300(SMA50B)

1-PL 100×9×275 1-PL 100×9×280

1-PL 100×9×350 1-PL 100×9×355

7
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95

230

340

140 9 140

30
1
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1
4
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1
4

70
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340
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1
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1
4
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95
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1
4
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12180 12490 12180

4505 27240 4505

30036250
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@
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5
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8
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0
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図面番号 25　葉中　18

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

塗装塗替工図( /7)5

塗装塗替工図( /7)

分配横桁 S=1:20

1-Flg PL 210×10×2462(2452) 1-Flg PL 210×10×2437

1-Spl PL 210×19×1204

1- PL 100×9×2555

1
-
 P
L
 1
1
0×

9×
16
9
9

1
-
 P
L
 1
1
0×

9×
16
9
9

1
-
 P
L
 1
1
0×

9×
16
9
9

1-web PL 1699×9×2765

1- PL 100×9×2555

1- PL 100×9×2555

1-web PL 1699×9×2765

1- PL 100×9×2555

2-PL 180×10×522
2-Spl PL 510×19×566

1-Flg PL 210×10×2526 1-Flg PL 210×10×2478

CB-1(CB-3) CB-2

S=1:20端対傾構

1-Web PL 224× 9×2725
2-Flg PL  90×13×2535

1-Guss PL 220×9×420

1-Guss PL 305×9×310 1-Guss PL do14-HTB M22×75(F10TW)

2-Flg PL 130×9×1620

2-Rib PL 120×9×1600

1-Flg PL 100×10×2535

1-Rib PL 100×10×2515

中間対傾構

1-Guss PL 250×9×365 1-Guss PL do

2-Flg PL 100×10×2575

2-Rib PL  90×10×2555

1-Flg PL 75×
9×

1740

1-Rib PL 65×
9×

1720 1-
Fl
g 
PL
 7
5×

9×
17
40

1-
Ri
b 
PL
 6
5×

9×
17
20

1-Guss PL 230×9×245 1-Guss PL 240×9×370 1-Guss PL do

14-HTB M22×60(F10TW)

S=1:20

5
1 9

3 4 6 7 82

2

2

2

2

2

2

2

2

34-HTB M22×60(F10TW) 34-HTB M22×60(F10TW)

2 2

44-HTB M22×70(F10TW)

20-HTB M22×70(F10TW)

 8-HTB M22×80(F10TW)

26

A1 P1 P2 P3 A2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 987654321 987654321 1 2 3 4 5 6 7 8 9

配置図 S=1:200

C
B-
3

C
B-
2

C
B-
1

C
B-
3

C
B-
2

C
B-
1

C
B-
3

C
B-
2

C
B-
1

C
B-
3

C
B-
2

C
B-
1

86゜35'00"

:施工箇所

5

4505 6@4540=27240 4505 4505 6@4540=27240 4505

400

36950

3
@
28
5
0=
85
5
0

4505 6@4540=27240 4505

400

37000

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

2424

1
95
0

950 955 950 950 955

2855 2855

2
50

205224

A=0.046m

A=0.039m

A=0.039m

A=0.028m

A=0.028m

A=0.015m

A=0.015m

150

6
8

A=0.035m

360

10 411 102449(2439)15351

80 2606 80

2765

140 2520 10 245910

160 2535 160

2855

80 2606

2765

160 2535 160

2855

65 2725 65

80 2566 80

65

65

130

20
0

12
20

20
0

16
20

1
3

2
24

13

2
50 200

1220

200

1620

1
9
50

1
0
9
0

10
0

9
02
1
0

21
0

7
5

10
90

1
0
0

140

1440

140

1720

15
0

14
40

15
0

17
40

30
0

1
5
00

15
0

1
9
50

90
101
0
0

45 2766 45

80 2606 80

10

2555 10

2575

A=0.146m A=0.146m

4505 6@4540=27240 4505

36250 700 36250 700 36250 700 36250

36950 37000



図面番号 25　葉中　19

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

塗装塗替工図( /7)6

塗装塗替工図( /7)

下横構(外桁間)

1 2 3 4

1-Guss PL 450×9×520

7-HTB   M22×60(F10TW)

1-Guss PL 420×9×670

11-HTB  M22×60(F10TW)

1-Guss PL 420×9×670

11-HTB  M22×60(F10TW)

1-Guss PL 300×9×390

3-HTB   M22×60(F10TW)

G1

G2

1-Flg PL 180×
8×

3070

1-Rib PL 100×
8×

3050

1-
Fl
g 
PL
 1
80
×
8×

32
70

1-
Ri
b 
PL
 1
00
×
8×

32
50

1-Guss PL 270×9×500

8-HTB   M22×60(F10TW) 1-Guss PL 270×9×500

8-HTB   M22×60(F10TW)

1-Guss PL 270×9×500

8-HTB   M22×60(F10TW)

1-Flg PL 180×
8×

3200

1-Rib PL 100×
8×

3180

1-
Fl
g 
PL
 1
80
×
8×

32
80

1-
Ri
b 
PL
 1
00
×
8×

32
60

4 5 6 7 9

7 8

1-Guss PL 420×9×670

11-HTB  M22×60(F10TW)

1-Guss PL 450×9×750

14-HTB  M22×60(F10TW) 11-HTB  M22×60(F10TW)

1-Guss PL 430×9×660 1-Guss PL 430×9×660

11-HTB  M22×60(F10TW)

G1

G2

1-Guss PL 270×9×500

8-HTB   M22×60(F10TW)

1-Guss PL 270×9×500

8-HTB   M22×60(F10TW)
1-Guss PL 270×9×500

8-HTB   M22×60(F10TW)

S=1:20

1-Flg PL 180×
8×

3200

1-Rib PL 100×
8×

3180

1-
Fl
g 
PL
 1
80
×
8×

32
80

1-
Ri
b 
PL
 1
00
×
8×

32
60

1-Flg PL 180×
8×

3080

1-Rib PL 100×
8×

3060

1-
Fl
g 
PL
 1
80
×
8×

34
00

1-
Ri
b 
PL
 1
00
×
8×

33
80

1-Flg PL 180×
8×

3100

1-Rib PL 100×
8×

3080

1-
Fl
g 
PL
 1
80
×
8×

34
00

1-
Ri
b 
PL
 1
00
×
8×

33
80

1-Flg PL 180×
8×

3090

1-Rib PL 100×
8×

3070

1-
Fl
g 
PL
 1
80
×
8×

32
50

1-
Ri
b 
PL
 1
00
×
8×

32
30

1-Flg PL 180×
8×

3200

1-Rib PL 100×
8×

3180

1-
Fl
g 
PL
 1
80
×
8×

32
80

1-
Ri
b 
PL
 1
00
×
8×

32
60

2
2

2
2

2 2
2

2

1-Guss PL 270×9×500

8-HTB   M22×60(F10TW)

1-Guss PL 300×9×390

3-HTB   M22×60(F10TW)

2 2

2

2 2 2 2

2 2

1-Guss PL 430×9×550

7-HTB  M22×60(F10TW)

6

A1 P1 P2 P3 A2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 987654321 987654321 1 2 3 4 5 6 7 8 9

配置図 S=1:200

C
B
-3

C
B
-2

CB
-1

C
B
-3

C
B
-2

CB
-1

C
B
-3

C
B
-2

CB
-1

C
B
-3

C
B
-2

CB
-1

86゜35'00"

:施工箇所
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4505 6@4540=27240 4505

37000

4505 4505 6@4540=27240 4505 4505 6@4540=27240 4505

400

36950 36950

3@
2
85
0=
8
55
0

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

4505 4540 4540

4540 4540 4540 4505

2
8
50

2
8
50

150

A=0.153m
A=0.118m

A=0.124m

A=0.048m A=0.069m A=0.059m

A=0.046m
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2760

155

3070

15
5

29
60

15
5
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70
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2890
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3200

15
5
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70

15
5
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15
5
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70

15
5
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80

155

2890
3200
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2890
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3200
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5
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15
5
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2770

155

3080

15
5
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00
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5
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00
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3100

15
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00
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2780
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0
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0
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0
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0

180
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180

4505 6@4540=27240
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図面番号 25　葉中　20

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

塗装塗替工図( /7)7

塗装塗替工図( /7)

A1 P1 P2 P3 A2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 987654321 987654321 1 2 3 4 5 6 7 8 9

配置図 S=1:200

CB
-
3

CB
-
2

CB
-
1

CB
-
3

CB
-
2

CB
-
1

CB
-
3

CB
-
2

CB
-
1

CB
-
3

CB
-
2

CB
-
1

86゜35'00"

:施工箇所

1-Flg PL 180×8×1370

1-Rib PL 100×8×1350

1-Flg PL 180×8×1590

1-Rib PL 100×8×1570

1-Guss PL 180×14×600

12-HTB  M22×65(F10TW)

1-Flg PL 180×
8×

3070

1-Rib PL 100×
8×

3050

1-Guss PL 400×9×460

8-HTB   M22×60(F10TW)

1-
F
lg
 P
L
 1
8
0×

8
×
2
25
0

1
-
R
i b
 
P
L 
1
0
0×

8
×
2
23
0

8-HTB   M22×60(F10TW)

1-Guss PL 400×9×4401-Guss PL 430×9×550

7-HTB   M22×60(F10TW)

G2

G3

1-Guss PL 450×9×520

7-HTB   M22×60(F10TW)

1 2

2

2

2

2

下横構(中桁間) S=1:20

7

28

4505 6@4540=27240 4505 4505 6@4540=27240 4505 4505 6@4540=27240 4505 4505 6@4540=27240 4505

36250 700 36250 700 36250 700 36250 400

37000 36950 36950 37000
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中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号
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図面番号 25　葉中　21

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

29

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

位　置　図
※　　:施工箇所 

S=1:300

A1 F P1 P2 P3 A2F F F MMMM

支承補修工図 S=1:10

支承板支承
(Mov、R100tタイプ)

正　面　図 側　面　図

平　面　図

支承板支承
(Fix、R100tタイプ)

正　面　図 側　面　図

平　面　図

支承補修工図

支承防錆工施工フロー

現　地　調　査

足　場　架　設

沓座・支承部清掃

(二硫化モリブデン溶液)潤滑性防錆剤注入

ブ ラ ス ト 処 理

金　属　溶　射

(エポキシ系浸透性保護材)樹　脂　塗　装

足　場　撤　去

後　片　付　け

(最低皮膜厚　100μm)

集 計 表

A1

位置 タイプ 基

合　計

支承板支承 4

32

反力

P1 支承板支承 8

P2 支承板支承 8

P3 支承板支承 8

A2 支承板支承 4

R 100tタイプ

R 100tタイプ

R 100tタイプ

R 100tタイプ

R 100tタイプ(金属溶射)
(金属溶射)

(金属溶射)

(金属溶射)
(金属溶射)

(金属溶射)

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

95 590 95

780

2
0
0

590

780

160

260

1
63

3
5 523

70

7
0

1
33

200

300
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95 590 95
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2
0
0

590

780

160

260

1
63

3
5 523

70

7
0

1
33

200

300

430

5
5

5
5

支承防錆処理
支承防錆処理

支承防錆処理

支承防錆処理
支承防錆処理

支承防錆処理

至　常盤 至　撫牛子



図面番号 25　葉中　22

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

30

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

沓座モルタル補修工図

A=0.867m2

▽橋座面

差筋アンカー

1　16-D13×880

2　 8-D13×1230

3　32-D13×50

沓座モルタル打換え詳細図 S=1:10

側　面　図

平　面　図

差筋アンカー

差筋アンカー

沓座モルタル補修工図

位　置　図
※　　:施工箇所 

S=1:300

A1 F P1 P2 P3 A2F F F MMMM

 880 16（4）

1230  8（2）

0.995

0.995

0.88

1.22

記号

D13（SD345）

D13

D13

1

2

kg

 14（3.52）

 10（2.44）

 26（6.06）

径 長　さ 本数 単位重量 1本当たりの重量 重　量 摘　要

(1橋当たり)鉄　筋　表

総重量 kg

  50 32（8） 0.995 0.05D133   2（0.10）

差筋アンカー詳細図
(D13) 本　数

G1桁部 G2桁部 G3桁部

P3橋脚 8 8 8

差筋アンカー数量表

合　　計

P2橋脚

G4桁部

-

32 本

- - 8 -

特記事項

  1. 図中、詳細寸法等は現地検測のうえ決定すること。

  2. 支承本体下部の既設モルタル部が脆弱化している場合は、

　　 脆弱部を除去し無収縮モルタルを打設すること。

  3. 桁座に損傷(剥離、欠損)が見られる場合は、損傷部を除去

     しポリマーセメントモルタルで補修を行うこと。

 26（6.06） ※（）数値　P2分

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

50 1230 50

1330

5
0

8
8
0

5
0

9
8
0

50 50

5
0

5
0

7
8
0

1130

1  D13

無収縮モルタル

既設支承

851

698

851

2400

チッピング

1 　D13
無収縮モルタル

プライマー塗布 3  D13

1330

430 270 430100 100

50 50 50 170 50 50 50

880

1230

4
0

3
0
6
0

9
0

6
0

4
0
5
0

90

 2  D13

 3  D13

 3  D13

至　常盤 至　撫牛子

ねじ処理

L



図面番号 25　葉中　23

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

33

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

P2橋脚補修工図 S=1:100

上 流 側
(3 - 3)

正 面 図
(1 - 1)

下 流 側
(4 - 4)

平 面 図
(5 - 5)

G1 G2 G3 G4

LC

P1側(M) P3側(F)

P3側(F)

P1側(M)

P1側(M)P3側(F)
G1G2G3G4

LC

正 面 図
(2 - 2)

表面処理工

断面修復工

【凡例】

コンクリート 12 -2

t=15cm

コンクリート 12 -2

t=15cm

(シラン系)

(シラン系)

P2橋脚補修工図

5 5

LC

1

2

1

2

4

4

3

3

特記事項

1. 図中、詳細寸法は現地計測の上決定すること。

2. コンクリート下地処理は十分行い、断面欠損が生じた場合は、

   断面修復を行うこと。

断面修復詳細図

σck=24N/mm

t=150mm

躯
体
表
面

2

表面処理工詳細図

(シラン系)
躯
　
体

ひびわれ注入工詳細図

躯
体
表
面

(低圧注入、ひび割れ幅0.2mm以上)

W(mm)

0.20

ひびわれ注入数量

1

NO.

2

計

L(m)

8.10 mL=

0.80

1.00

　　 L=1500mm

　 　L= 800mm

　 　L=1800mm

　 　L= 400mm

　 　L= 400mm

　 　L= 400mm

　　L= 900mm

　 　L=1000mm

　　L= 400mm

　　L= 500mm

　　L= 800mm

　　L=1000mm

　　L= 700mm

　 　L=1400mm

　 　L=1500mm

　 　L=1000mm

　　L=1100mm

　　L= 900mm

　　L= 600mm

3 0.70

4 0.60

5 0.90

6 1.10

7 0.40

8 0.50

9 0.90

10 0.40

11 0.40

12 0.40

W(mm)

0.3013

NO.

計

L(m)

1.00 mL=

1.00

W(mm)

0.40

14

NO.

計

L(m)

5.70 mL=

1.00

15 1.40

16 1.50

17 1.80

W(mm)

0.4518

NO.

計

L(m)

0.80 mL=

0.80

W(mm)

0.5019

NO.

計

L(m)

1.50 mL=

1.50

ひびわれ位置図

【W=0.20mm】 【W=0.30mm】

【W=0.40mm】

【W=0.45mm】

【W=0.50mm】

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

11000

3@2855.1=8565

1
20
0

8
0
0

97
0
0

75
0

1
8
00

14
2
5
0

9000

3450 3850

1900 3600

100 3500 100

1
20
0

8
0
0

97
0
0

75
0

1
8
00

14
2
5
0

2
40
0

85
1

34
93
49

85
1

11000

996.5 3@2855.1=8565 1438.3
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3600 1900

9000
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1006

断面修復工

断面修復工

表面処理工

表面処理工

ひびわれ注入工

13
3
0

980

下地処理

プライマー塗布

コンクリート 12 -2

チッピング処理工

断面修復工

既設鉄筋防錆処理

カッター目地

コンクリート下地処理

表面処理工

ひび割れ

注入器具

2
5
0
程
度

2
5
0程

度
2
50
程
度

ひび割れ

注入座金

ゴムパルーン

樹脂注入工

 19  C=0.50mm

 18  C=0.45mm

 17  C=0.40mm

 12  C=0.20mm

 11  C=0.20mm

 10  C=0.20mm

 9  C=0.20mm

 13  C=0.30mm

 7  C=0.20mm

 8  C=0.20mm

 1  C=0.20mm

 2  C=0.20mm

 3  C=0.20mm

 15  C=0.40mm

 16  C=0.40mm

 14  C=0.40mm

 6  C=0.20mm

 5  C=0.20mm

 4  C=0.20mm

10700

mailto:3@2855.1
mailto:996.53@2855.1
mailto:1038.23@2855.1
mailto:996.53@2855.1


図面番号 25　葉中　24

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

仮設吊足場参考図( /5)

仮設吊足場参考図

           ( /5)

2

平 面 図 S=1:500

側 面 図 S=1:500

A1

AsAs Gr

P1 P2 P3

F
F

M FM FM

A2

M
PH=20.350m

R52.0

(As) (As)

PH=20.052m
L53.0

非出水期施工

DL=12.000

水位観測所

サイレンアンテナ

看板

(G)

距離標

看板

(As)

(As)

(As)

分電盤

VS600

VS600

(As)

(As)

ポンプ場

(As)

(As)

(As)

(Co)

コンテナ

小屋

小屋

変電設備

田舎館小学校

(G)

(G)

情報

普通型側溝300

普通型側溝300

(As)

看板

(G)

(G)

(Co)

大型水路B1400×H1500

BOX B1250×H1250

管φ600管φ600

管φ500 管φ500

管φ300

(As)

HPφ600
排水溝700×700

W

至　撫牛子至　常盤

T.3

T.4

T.5

T.11

T.12

T.17

T.18

24.20

21.34

24.19

22.00

21.89

21.20

21.19

21.70

21.53
21.87

24.00

24.14

20.06

19.78

24.80 25.23 24.75

18.79

18.11

18.8219.69

24.92 25.67 25.72

25.68

24.37

24.26

22.12

22.05

24.23

24.13

23.99

21.84

23.78

23.83
23.44

21.73

21.75

19.98

21.22

20.01

20.99

22.26

22.22

22.86

21.88 21.53
21.5320.05

27.89 27.57 27.23 26.36 25.62 25.57 25.26 24.68

25.36
24.6224.99

25.80

20.12

20.16

19.59
19.34

24.14

24.47

19.5718.26

19.99

21.77

21.7321.89

21.98
21.76

20.01

19.99

20.00

20.24

20.21

20.10

20.36

17.54

17.99

15.25

16.02

20.13 20.09

18.23

16.67

17.06

15.07

18.00

14.81

15.81

16.61

19.44

16.32

19.56

19.45

16.91

15.51

18.10

16.38

15.69

15.64

15.82

16.61

L52.0

NO.-50L71.2

NO.-50R81.5

NO.0R76

NO.0L34

NO.0L58.9

NO.50L75

NO.50R75.5

仕 仕仕 仕

橋脚施工足場

断面図 S=1:50

G4G3G2G1

▽ H.W.L=23.069

非出水期施工

H.W.L=23.069

17.990(過去5年非出水期最大水位)

(2期施工)

【2期施工】

落橋防止装置

地覆補修工 断面修復工、表面処理工

塗装塗替工(Rc-II塗装系(塗膜剥離剤使用))主桁補修工

床版補修工 断面修復工、表面処理工

排水装置補修工 排水管取替工(損傷箇所のみ)

下部工補修工

支承補修工 支承防錆工(金属溶射)

沓座モルタル補修工 沓座モルタル打換え

P2橋脚梁部：断面修復工、表面処理工

施工対象 第2径間

対策工種一覧

P2橋脚部：桁連結装置

2.0%
2.0%

2.0%

CL

2

橋脚部詳細図 S=1:100

▽ H.W.L=23.069

65

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

橋　長　147900
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図面番号 25　葉中　25

縮尺

施工箇所

河川

路線
名

工事番号

68

青　　森　　県

常盤新山線(朝日橋)

南津軽郡田舎館村

大字川部　地内

図示

(朝日橋)

仮設吊足場参考図( /5)

仮設吊足場参考図

           ( /5)

　　　1重

　　　2層目：防炎シート

ビニルシート張り概要図吊足場概要図

（ 隔 壁 ）

・剥離剤用養生シートは、単管パイプに固定し吊り下げるものとする

隔壁　剥離剤用養生シート

　　　1重

壁面　剥離剤用養生シート

　　　1重

単管パイプ

底面のシートは、壁面

に沿って30cm折り返し、

接着テープで止める。

壁面剥離用養生シートの継ぎ目

は、垂直に重ね合わせ全面を

接着テープでシールする。

隔壁概要図

底面　1層目：剥離剤用養生シート

　　　2層目：防炎シート

防炎シート

板張り、剥離剤用養生シート

主桁

室内は、下地□45材　板張り及びビニルシート2重張

連絡路および階段内は、板張り及びビニルシート2重張

外部

平　面　図断　面　図

　小型局所集塵機
廃棄物保管用袋

塗装処理棟

ハウス4坪タイプ2棟

（寸法は参考)

塗装処理棟構造図 S=1:50

作業場

外部作業場

室内は、下地□45材　板張り及びビニルシート2重張

連絡路および階段内は、板張り及びビニルシート2重張

塗装処理棟

ハウス4坪タイプ2棟

（寸法は参考)

　剥離剤、塗料かすの一時保管場所

（保護具保管場所、更衣室）

　剥離剤、塗料かすの一時保管場所

（保護具保管場所、更衣室）

コンクリート面等で接着テープがつきにく

い場合には、スプレー式接着剤を使用して、

剥離剤用養生シートのテープ止めを補強する。

波トタン張り

5

5

68

中南県土整備事務所

令和　8　年度　橋梁補修　工事

メンテ 第 765 号

3
00

壁面　剥離剤用養生シート

粘着テープでシールする

底面　1層目：剥離剤用養生シート

ポケットに折る

接着テープ

30
0

板張り、剥離剤用養生シート(1重)

板張り、剥離剤用養生シート(1重)

小型局所集塵機

2
2
50

2
03
6
 (
室
内

)2
12
6
（
室

内
）

25
5
0

5336(室内)

5550

屋根


